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ら
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ら
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ら
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一
宮
町
生
物
文
化
多
様
性
計
画
策
定
記
念

一
宮
町
生
物
文
化
多
様
性
計
画
策
定
記
念

講
演
会
・

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
開
催

ち
ょ
う
せ
い
広
域
障
害
者
基
幹

ち
ょ
う
せ
い
広
域
障
害
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

　
一
宮
町
は
、
森
、
里
、
川
、
海
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
環
境
と
、
玉
前
神
社
や

軍
荼
利
山
、
東
浪
見
寺
な
ど
文
化
に
も
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
た
め
、町
で
は
令
和
７
年
３
月
に
、「
一

宮
町
生
物
文
化
多
様
性
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
講
演
会
・

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と
　
き

11
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
４
時

※
参
加
無
料
・
事
前
申
込
不
要

◆
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

◆
共
　
催
　

・
一
宮
町

・
一
宮
町
森
里
川
海
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◆
講
　
演

山
か
ら
海
か
ら
地
域
を
考
え
る

◆
講
　
師
　
星
野
智
子
氏

（
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
代
表
理
事
）

◆
パ
ネ
リ
ス
ト

生
物
多
様
性
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

高
川
晋
一
氏（
日
本
自
然
保
護
協
会
）ほ
か

【
問
合
せ
】

都
市
環
境
課
　
☎
（
42
）１
４
３
０

　
一
宮
町
森
里
川
海
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
増
田
☎
０
９
０（
８
０
４
５
）０
６
０
６

　
吉
田
☎
０
９
０（
５
３
１
７
）９
７
３
８

　
地
域
で
生
活
す
る
障
害
の
あ
る
方
や
、

そ
の
家
族
を
支
え
る
た
め
の
総
合
的
な
相

談
支
援
を
行
う
機
関
で
す
。

　
障
害
の
種
別
（
身
体
障
害・知
的
障
害・

精
神
障
害
な
ど
）
や
障
害
者
手
帳
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を

持
つ
職
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
福
祉
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
。

◆
受
託
法
人

社
会
福
祉
法
人
ウ
ィ
ズ

（
民
堵
）

◆
と
こ
ろ
　
茂
原
市
谷
本
１
１
２
９

－

４

◆
連
絡
先
　
☎
（
36
）３
７
３
２

　
　
　
　
　

（
36
）３
７
３
４

◆
相
談
時
間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
祭
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）

◆
対
　
象

　
町
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
そ

の
家
族
、
地
域
の
方
、
関
係
機
関
な
ど

※
障
害
者
手
帳
の
有
無
・
障
害
種
別
は
問

い
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

福
祉
健
康
課
　
☎
（
42
）１
４
３
１
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大
規
模
火
災
の
消
火
活
動
に
つ
い
て
、
特
に

詳
し
く
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
、

消
防
署
員
と
消
防
団
員
の
方
々
は
い
ず
れ
も

ポ
ン
プ
車
を
で
き
る
か
ぎ
り
動
員
し
て
作
業

に
当
た
っ
た
そ
う
で
す
が
、
①
消
火
栓
が
断

水
で
使
え
な
か
っ
た
こ
と
、
②
エ
リ
ア
横
を

流
れ
る
川
が
、
地
震
で
上
流
が
せ
き
止
め
ら

れ
て
水
が
激
減
し
て
お
り
取
水
が
難
し
か
っ

た
こ
と
、
③
大
津
波
警
報
が
出
て
お
り
、
海

に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
な

ど
に
よ
り
困
難
を
極
め
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
状
況
を
見
極
め
、
次
々
に
対
応
を
変
え

な
が
ら
消
火
を
行
い
、
次
の
日
に
、
よ
う
や

く
延
焼
の
阻
止
ま
で
た
ど
り
着
い
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
延
焼
阻
止
の
最
終
ポ
イ
ン
ト

の
現
場
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
よ
く
食
い
止

め
た
な
、
と
驚
く
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
食

い
止
め
後
は
数
日
に
渡
っ
て
、
消
防
団
員
の

方
々
が
最
終
消
火
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
奥
能
登
豪
雨
で
は
、
能
登
半
島
地

震
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
仮
設
住
宅
が
大
人
の

首
の
高
さ
辺
り
ま
で
浸
水
し
た
こ
と
や
、
14

歳
の
女
子
中
学
生
が
家
ご
と
流
さ
れ
て
亡
く

な
り
、
必
死
の
捜
索
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
伺

い
ま
し
た
。
極
限
状
況
の
中
で
の
、
消
防
署

員・消
防
団
員
の
方
々
の
英
雄
的
な
行
動
に
、

深
い
敬
意
と
感
謝
の
念
を
抱
い
た
意
義
深
い

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
21
日
か
ら
、
石
川
県
へ
消
防
団
第
四

支
団
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
視
察
研
修
に
出

か
け
ま
し
た
。
大
変
学
ぶ
と
こ
ろ
の
多
い
研

修
で
し
た
。

ま
ず
、
小
松
市
の
防
災
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね

ま
し
た
。
小
松
市
は
、
梯

か
け
は
し
が
わ
川
と
い
う
一
級
河

川
の
下
流
に
位
置
し
、
市
の
中
心
部
分
は
す

べ
て
浸
水
の
危
険
あ
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

令
和
4
年
に
も
大
規
模
な
浸
水
が
起
こ
っ
た

そ
う
で
す
。
市
の
消
防
本
部
に
併
設
さ
れ
た

防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
25
年
前
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
大
地
震
発
生
を
想
定
し
た
動
画
の

映
写
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
大
変
力
の
入
っ

た
体
験
施
設
で
し
た
。
千
葉
県
で
は
、
あ
ま

り
類
例
を
見
な
い
の
で
す
が
、
防
災
教
育
に

は
大
い
に
有
効
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

次
に
、
輪
島
消
防
署
に
伺
い
、
昨
年
の
能

登
半
島
地
震
と
輪
島
市
大
規
模
火
災
、
そ
し

て
9
月
の
奥
能
登
豪
雨
時
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
伺
い
、
現
場
踏
査
を
行
い
ま
し
た
。

地
震
で
は
、
多
く
の
建
物
が
耐
震
性
不
足
に

よ
り
倒
壊
し
た
そ
う
で
、
一
宮
町
の
耐
震
化

率
は
高
い
が
、
更
に
上
げ
る
努
力
を
せ
よ
、

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
消
防
署
に
も

３
８
０
人
も
の
避
難
者
が
あ
り
、
予
想
外
の

こ
と
で
対
応
に
苦
労
し
た
と
仰
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

消
防
団
の
方
々
の
研
修
と
い
う
こ
と
で
、

輪
島
市
中
心
部
の
朝
市
エ
リ
ア
で
起
こ
っ
た №110

一宮町長
馬淵 昌也


